
 

 なんでもセンサー（万能表示器）キット  APP04 

 

 

■特徴 
当社なんでもセンサーキットと LPS22HB, LPS33HWを接続する際の補足説明書です。 

 
■説明書記載のとおり、センサ基板と４線接続します。配線は３０ｃｍ位までとしてください。４線を編んだり、ツイストペアに

すると不安定になります。このときセンサの感温面は向こう側（裏側）を向きますのでご注意ください。 
※LPS22HB, LPS33HW共通 

 
裏側から見た図はこのようになります。 

 
 
■上記のほかに下記の配線が必要です。この配線は LPS22HB, LPS33HWどちらも同じです。 
※１番(GND)と５番(AD0)を接続します。 
※４番(VDD)と８番(VDD_IO)と７番(CS)を接続します。 

 
 
■このセンサとの組み合わせでは追加で４つのボタンを取り付ける必要はございません。 
■このセンサでは最高最低気圧、最高最低温度の保持機能があります。 
■最高最低温度、最高最低湿度をクリアするにはMODEボタンを何回か押してMAXまたはMIN表示に切り替えます。 
SETボタンを約３秒押し続けます。MAX/MIN CLEARと表示され、温度・湿度の最大値・最小値の全てがリセットされます。 
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